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飯山高校 1 学年 

SS1・探究基礎 年間指導マニュアル 

 
 SS1・探究基礎共通 

第 1 回 ガイダンス 

第 2～4 回 実験室の使い方/情報リテラシー演習（図書館）/城山フィールドワーク 

第 5 回 GoogleClassroom ガイダンス/探究基礎演習「先行研究調査」 

第 6～７回 自然観察フィールドワーク 事前学習 

第 8 回 自然観察フィールドワーク 事後学習 

第 9～10 回 探究の基礎演習「探究の流れ」 

第 11～13 回 データの分析 

第 14 回 SSH 講演会「クリティカルシンキング」 

第 15 回 長野県立大学・北信地域振興局 コラボ授業 

第 16 回 SSH 講演会兼サイエンスツアー事前学習「飯山地域における気候変動とその影響」 

第 17 回 サイエンスツアー・秋のフィールドワーク 事前学習 

（行事） サイエンスツアー・秋のフィールドワーク 事後学習 

 SS1 探究基礎 

第 18～22 回 課題発見プログラム わくわくサイエンス教室 

第 23 回 SSH 講演会「科学的検証法と科学の可能性」 / 研究倫理演習 

 SS1 探究基礎 

第 24～30 回 ミニ課題研究 課題研究スタートアッププログラム 

第 31 回 1 学年課題研究合同発表会 

 

 



科目名  （ SS1・探究基礎 ）    第 １ 回 前半 

単元・テーマ  ガイダンスⅠ 探究・ＳＳＨとは 

授業概要  講義とワークショップ 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

〇 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

 ３．情報活用力 
多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断でき

る力 

 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

〇 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

〇ＳＳＨの概要説明と、ワークショップを通して「探究」することの意義

や面白さについて認識してもらうことを伝える。 

○ワークショップは３セクションあり、「情報リテラシー」「答えのある問

い」「正解のない問い」をテーマに各６つの二択問題で自分の選択と

他者の選択との共通点や齟齬について理解を深めてもらう。対話の

大切さと、探究することの重要性を認識してもらう。 

○必要に応じて他者と情報共有する時間をとる。 

○「探究」と「研究」の違いについて簡単に解説する。 

〇二択問題（全 6 問）で選択した解答の指示にした

がってトーナメント表を進んでいき、行きついたアルフ

ァベットを確認する。 

○必要に応じて同じ選択をした他者がいるかを確認

する。 

○授業を聴きながら、印象に残った言葉は記録す

る。 

○最後に感想を記述する。 

備考 

 

 

 

 

 

  



使用教材 
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科目名  （ SS1・探究基礎 ）    第 １ 回 後半 

単元・テーマ 第 1回 ガイダンスⅡ（年間計画・ルーブリックについて）/ 理数探究基礎 「科学とは？」GW 

授業概要 SS1・探究基礎の概要説明 / 理数探究基礎の「科学とは？」のページを使って GW 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

〇 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

〇 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

〇 ３．情報活用力 多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断できる力 

 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

（１）年間計画について 年間計画表を配布・読み合わせ 

 ・GoogleClassroomでの連絡をチェックすること 

・GoogleClassroomや年間計画を確認し「自分で考え行動」すること 

  （探究活動は「主体性」が大事である） 

 ・周りで声を掛け合い、今日のやることを確認しあう、助け合う（協働） 

（２）「身につく５つの力」とルーブリックについて ＆評価 

 ・飯山高校が考える５つの力 

・ルーブリックとは？「自分を成長させるツール」であること 

成績をつけるわけではない ☆ルーブリックは 3年間の指針である。 

3年後に「A」を目指す 

持ち物・評価 

 ・ノート（とにかく何でも書く！メモ帳として）、ファイル（資料挟み込み） 

 ・ノートなどは評価の対象となること 成果物で評価をすること 

 

理数探究基礎「科学とは？」GW 

・生徒は 4人一組になり、A～Dの役割を決める 

・理数探究基礎（数研出版）の P.6～７「科学とは」の A～D 項目について、生徒は

自分の役割の部分だけを読み、「科学とは～～～である」の形式で要約する。(５分)

→ノートにメモを取ったり、作文をして記録を残す。 

・4 人でＡ～Ｄの順番で発表し、教科書の内容を互いに補完する。自分以外の要約

をノートに取る（5分） 

・グループ内で、4 つの項目を総合し、一つの「科学とは～～～～である」を考える。

（5分） 

・代表グループによる発表(3グループ程度) ＊TTによる机間巡視で候補を選定 

 

・役割分担 

・教科書を読み、要約をメモ 

 

 

・グループ内発表 

 互いの視点を共有 

・4 つの視点を総合するディスカッショ

ン 

・他のグループとの比較をしながら「科

学」への認識を深める 

備考 

配布物 ・教科書「理数探究基礎」 ・年間計画表  ・ルーブリック  ・ノート/フラットファイル ＊注文しておく 

 

 

  



配布資料                                    年間計画 

 

 



配布資料 

飯山高校 SSH 「探究活動」で身に付く５つの力 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ルーブリックとは？＞  

学習到達度を示す評価基準を、観点と尺度からなる表で示したもの 

 

＜ルーブリックの使い方＞ 

①自分を成長させるツール 

× 自分は「できないことがある」 ＝ 成績が下がる！自分ってダメなやつ 

◎ 自分が「できない」ことを知る → 自分が「何をめざしたらよいか・何をするべきか」を明らかにする 

 ②自分で自分を評価するスキルを磨く 

自分の評価について、「自己評価」と「他者評価(指導者)」を比較・ディスカッションしよう！ 

  

長野県飯山高等学校　探究活動ルーブリック（2022年度版） ２０２３／２／１３改訂

No. 評価観点 AA A 本校の目標水準 B C 評価を記入↓

○これまでに例がない・先
行研究がない課題を設定し
た。

A

B B

〇取得したデータや情報を
反映させて、課題を新たに
設定して研究した。

A

B B

〇データ収集の際、同じ方
法での実験・調査を繰り返
すだけでなく、異なる方法
で検証を行うことで、結論の
信頼性を高めた。

A

B B

〇異なる視野からの発想や
意見や対立する考えを調
整して探究を進めた。

A

B B

○独自の図や表などを作
成した。
〇アイコンタクトなど非言語
表現も有効活用し、質疑応
答にも自信を持って対処で
きた。

A

B B

課題発見力

課題設定力
（Ｒ３新設）

計画力 実験や調査など検証方法を設計する力

協働力
チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整
する力

情報発信力

2 課題設定力

○仮説の根拠が明確で、説明できる。
○目的を達成するため、仮説を実証するた
めに取得すべきデータや情報を明確化し
た上で、調査や実験の方法を考えている。

○仮説の根拠が不十分である。
〇研究計画（調査や実験の方
法）を立てて取り組んだが、どの
ような情報やデータを取得すべ
きかが明確でなかった。

〇場当たり的に実験
や調査に取り組ん
だ。
○仮説や調査の目
的が不明確である。

1 課題発見力

○目的（ねらい）と目標（ゴール）を明確に
した。
○先行研究や背景を踏まえており、科学的
または社会的な研究意義を説明することが
できる。
○課題を自分事として捉え、必要感を持っ
ている。

○研究目的or目標が明確でな
かった。
〇科学的or社会的な研究意義
がわからない。

○先行研究を踏まえ
ていない。
〇他者に頼って課題
を設定した。

課題解決力
情報活用力

多面的で多くの情報を適切な方法で取得し，整理，比
較し，差の有無や内容の正しさが判断できる力

自分なりの問題意識に根ざした課題を発見することができる力

3 情報活用力

〇自分で実験や調査を行い、多面的で多
くの情報を取得している。
○複数の実験や出典に基づき、データや
情報の信頼性を検討している。
○データや情報を適切な方法（データの変
換、グラフ化、図式化など）によって、整
理・比較して、差の有無や内容の正しさを
判断している。

5 情報発信力

○適切な表現方法（図、グラフ、表など）を
用いてまとめている。
○発表原稿にほとんど頼らず、スライドを
指し示すなどして発表できる。
○質問に対応できる。

4 協働力

○お互いが正しいか常に考えて議論（相
手の意見を理解し、自分の意見を主張）を
繰り返し研究を推進している。

適切な表現方法を用いて発表できる力

○図や表が少なく、
文章での表現が多
い。
○発表原稿を読むだ
けの発表だった。

目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力

○複数の情報源や異なる見解を
参照しながら、より客観的に情報
を収集した。
○情報を比較し、類似点や相違
点をまとめ、規則性や傾向などを
見いだした。

○図、グラフ、表などに不適切な
点があった。
○発表原稿を読んでいることが
多い。
○質問に的確に対応できないこ
とがあった。

○実験回数が１回、
取得した情報が１つ
など情報数が不十分
である。
○インターネット等か
らの情報の妥当性を
吟味しなかった。

○異なる考えを受け入れる意識
を持つことができた。
○実験や調査、発表において、
チームで協力した。

○協力できず、他者
に任せきりになった。

１ 課題発見力：自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる  

２ 課題設定力：目標を達成するために必要な情報を認識できる 

３ 情報活用力：多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理・比較し、差の有無や内容の正しさを判断できる 

４ 協働力：チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

５ 情報発信力：適切な表現方法を用いて発表できる力 

 



科目名  （ SS1・探究基礎 ）    第 ２～４ 回 （クラス別アラカルト） 

単元・テーマ 第２～４回（いずれか） 実験室の使い方 

授業概要 

飯山高校における実験室使用の注意点 各種実験器具の基本操作のレクチャー・実習 

目的：今後の実験（理科・課題研究）全般における使用頻度の高い器具や操作方法について 

講義と操作練習の実習を通して、その基礎知識・原理・安全管理の定着をはかる。 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

〇 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

〇 ３．情報活用力 多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断できる力 

〇 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

（導入・呼びかけ） 

安全第一で、先生の話をよく聞くこと。「互いに」安全な実験を。 

メモをしっかり取ること。 

（資料配布） 

〇実験室は安全第一 

・指導者の指示は絶対/飲食禁止 

〇実験中の心得 

・薬品の危険性の例 （演示）濃硫酸を雑巾にかける（書画カメラ） 

〇実験後 

〇事故が起こったら（対処法） 

〇器具操作 ガスバーナーの使い方（演示＋代表生徒） 

試験管の振り方 駒込ピペットの持ち方 薬品の移し方 

メスシリンダーの目盛りの読み方（有効数字をからめて説明） 

〇実験室の使い方 間違い探しイラストでクイズ 

〇（実習）硝酸カリウムをバーナーで加熱しながら溶解させ、再結晶 

〇（実習）人工イクラ作成 （駒込ピペット等の操作） 

 

 

 

 

 

話を聞きながら、資料にマーカーやメ

モを取る 

 

 

 

 

先生や代表生徒の操作をよく見て使

い方を覚える 

 

イラストから、危険予測をする 

学んだことを活かして実験実習 

 

使用器具 

・ピペット 

・ガスバーナー（マッチ） 

・電子天秤（薬さじ・薬包紙） 

・試験管、試験管はさみ 

 

測る→熱して溶かす→混ぜる 

（片付け） 

備考 

配布物  

 

  



配布資料・使用教材 

 実験室の注意  

 飯山高校 理科  

 

《実験を行う前に》 

 安全第一  指導者の指示に絶対に従う。 

１．実験の目的・内容・方法を理解しておく。 

２．時間に余裕を持って教室に入る。走らない!! 

３．長い髪の毛は縛る。 

４．萌え袖禁止。白衣の袖が長かったり、紐が出ているものはまくる。 

《実験中》 

１．実験前に実験器具等を確認する。 

２．原則立って行う。 

３．実験台は広く使い、実験台には必要なもの以外置かない。 

   特にガスバーナー使用時。バーナーの近くには燃えそうなのものは置かない。 

４．試験管の加熱時は、試験管の口を人に向けない。 

５．臭いを嗅ぐときは、手で気体をあおぎ寄せて嗅ぐ。 

６．何か壊してしまったら、必ず申し出る。 

７．観察事項・観測データ等は、その都度記録する。 

《実験後》 

１．ガスバーナーは火を消し、ガスの元栓を必ず閉める。 

２．使用済みの薬品＝廃液 

廃液を勝手に水道に流さない 指導者の指示に従い所定の容器に入れ回収する。 

３．廃棄物は分類し所定の容器に入れる。ガラス・金属・可燃物・不燃物等 

４．使用した器具を洗浄し、はじめに確認した実験器具がすべてあるかを確認する。 

机の上をぬれた雑巾で拭き、手を洗う。 

５．実験結果等レポート提出は、指導者の指示に従い提出期限を守り提出する。 

《事故が起こったときの処置》必ず指導者に連絡!! 

薬品に触れた………直ちに水洗い 指示があるまで、洗い続ける 

目に入った…………直ちに水洗い 病院に行く 

火傷をした…………一秒でも早く冷水で冷やす 

有毒ガスを吸った…風通しの良い場所に行く or 動けない生徒を運ぶ 

薬品が燃えだした…ガスを消す。慌てない!! 小規模なら自然に消えるのを待つ。 

延焼を避けるための行動を。 

手を切った…………破片があれば取り除く（水洗い）→止血→消毒 



1年  組 氏名                      

《演示》突沸実験 

Mission!! １ 

  硝酸カリウムの結晶を作ってみよう  一人 1つ 

  《方法》 

    1．硝酸カリウム 3.0gを電子天秤ではかる。 

    2．目盛付き試験管とメモリなしの試験管を一緒にもち、目盛なし試験管に蒸留水 5mLを入れる。 

3．2の試験管に沸騰石と１で量った硝酸カリウムを入れる。 

    4．バーナーに火をつけ、試験管ばさみを使い、試験管を振りながら溶液を温め硝酸カリウムを溶かす。 

    5．完全に溶けたら静置して待つ 

     待っている間Mission2へ 

 

Mission!! ２ 

  人工いくらを作ってみよう  でも食べちゃダメ 

《方法》 

1．メスシリンダーで蒸留水 99mL、電子天秤で塩化カルシウム 1.0gをはかりビーカーに入れ、 

塩化カルシウム水溶液を 100g作る。 

      蒸留水９９ｇ（mL） +  塩化カルシウム１ｇ → 何％でしょう 

2．目盛付き試験管に色つきアルギン酸ナトリウム水溶液を 10mL とる。（教卓にある） 

    3．駒込ピペットでアルギン酸ナトリウム水溶液を 2mL とり、 

塩化カルシウム水溶液の中に一滴ずつ落とす。一人 1回やってみる。 

 

Mission１の硝酸カリウム水溶液はどうなったかな?  

 

 

  



科目名  （ SS1・探究基礎 ）    第 ２～４ 回 （クラス別アラカルト） 

単元・テーマ 第２～４回(いずれか) 【図書館】分類と情報源の評価/スキャニング演習 

授業概要 探究活動における図書館の活用。情報の取得、活用について。 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

〇 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

〇 ３．情報活用力 多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断できる力 

 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

図書館司書による講義・ワークショップ 

（前半） 

 １．図書館の分初方 

 ２．情報メディアの特性 

   ・本とインターネット 

   ・責任表示の確認法 

   ・Web検索 

 ３．探究学習での本の読み方 

   ・引用の方法、文献リストの書き方 

（後半） 

 スキャニング演習 P 

 

＊配布物等の詳細な資料を希望される場合は、 

別途飯山高校へお問い合わせください。 

 

備考 

 

 

  



科目名  （ SS1・探究基礎 ）    第 ２～４ 回 （クラス別アラカルト） 

単元・テーマ 飯山城址公園フィールドワーク（春） 

授業概要 生物基礎「植生遷移」と探究基礎・SS1「自然観察 FW」に向けた事前学習 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

〇 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

〇 ３．情報活用力 
多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断でき

る力 

 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

〇飯山城址公園での現地研修（50分※移動時間込） 

☆レポート用紙配布 

Work①（解説を記録する活動）10～15分程度 

・林冠部の発達と林床の明るさについて（生物基礎「階層構造」との関連） 

・地衣類とコケ類の違い、地衣類とはどのような生物か（生物基礎「植生遷

移」との関連） 

Work②（観察） ※Work③と併せて 25分程度 

・地衣類とコケ類の特徴や生育環境など、気が付いたことを記録する。 

Work③（記録） 

・敷地内で咲いている花を撮影し、撮影場所の特徴や情報を記録する。 

 

○室内研修（50分） 

理数探究基礎Ｐ．106～111の内容を扱う 

☆ワークシート配布 

・先ほど撮影した花の同定方法（Google 検索）やどのように撮影すればよ

いか等も解説する。 

〇事前準備 

・玄関前に集合 

・SSH 係にバインダーを予め配布しておいて

もらう（可能ならレポート用紙も配布） 

○持ち物 

・バインダー（レポート用紙） 

・筆記用具（ペン 1本でよい） 

・スマホ 

○学校～城址公園の移動時間は５分程度 

○現地での解説内容や観察結果を記録 

○大講義室で撮影した花の検索を行い、レポ

ートに記載する 

○教科書に記載された内容を要約し、発表す

る 

備考 

 

 

  



配布資料・ワークシート 

春の城址公園フィールドワーク 
活動シート 

  

Work① 解説を聴いてメモを取ろう！！  

○落葉広葉樹とその林床について（解説） Keyword：林冠，相対照度，階層構造，光合成速度                                              

                                                                                               

                                                         

○地衣類はどんな生物？（解説） Keyword：シアノバクテリア，菌類，共生体                                               

                                                                                               

                                                                                             

 

Work② 地衣類とコケ類の特徴を記録しよう！（観察）                                                     

                                                                                               

                                                                                               

                                                                                                                                                        

                                                    

 

Work③ 画像によるサンプリング（花の撮影） 

日時：２０２5年     月    日      時 

天候：                

観察場所：    撮影場所に○をつける → 

撮影場所の特徴： 

                                                

                                                      

                                                

                                                      

                         

 

＜城址公園散策の感想・その他メモ＞ 

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

  



配布資料・ワークシート 

SS1・探究基礎 ワークシート 

飯山城址公園フィールドワーク第２部 

「野外調査」について 

※「理数探究基礎」教科書ｐ.１０６～１１１ 

 

＜野外調査の基本とマナー＞ 

問い 事前に何を準備する？／どんなことに気をつける？ 

 

 

 

 

 

 

＜採集（サンプリング）／調査する＞ 

問い サンプルはどう扱う？ 

 

 

 

 

 

区画法 ／標識再捕法    …  個体数調査の定番。３年次生物選択者は詳しい内容を学習します！ 

 

モデル生物の飼育       …  飼育環境を整えるだけでも大変！！ 

 

Work  『環境の調査』について 水質／土壌／待機／植生  から一つ選んでまとめてみよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜記録する＞ 

○写真    ～スマホは超便利なツール～ 

○スケッチ ～点描で濃淡を表現する～ 

○データロガー 

○表計算ソフトの利用（Excel，スプレッドシート）…またの機会に 



科目名  （ SS1・探究基礎 ）    第 ５ 回 

単元・テーマ GoogleClassroom 練習 / Work「先行研究調査はなぜ必要？」  

授業概要 

GoogleClassroom「SS1・探究基礎」への参加と、各種 Googleサービスの練習 

教科書「理数探究基礎」P.20～２１の要約をもとに、問い「先行研究調査はなぜ必要か？」に対する回答を

1分でプレゼンテーションする。 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

〇 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

〇 ３．情報活用力 
多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断で

きる力 

 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

〇 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

＊事前準備＊ 

生徒に Googleアカウントの配布が済んでおり、ログイン可能な状態であ

ること 

【前半】「GoogleClassroom練習」 

＊スクリーンに SS1・探究基礎クラスコードを提示 

 ①スマホまたはタブレットにアプリインストール＋ログイン 

  （Classroom、ドキュメント、スプレッドシート、スライド） 

 ②Classroomで配信した練習課題を実施 

  （「課題」機能 フォーム、ドキュメント、スプレッドシート、スライド） 

 ＊指導担当者が巡回しトラブルシューティング 

 

【後半】「先行研究調査はなぜ必要？」1分でプレゼンしよう！ 

☆1 分は短いので、「どこを重視するか」に個々のオリジナリティが現れ

る。発表しあうことで、互いの視点の違いや共通点を見出しながら、「先行

研究調査」の意義を学ぶ。 

1．理数探究基礎 P20～21 をまとめる（10分） 

2．4人 1組で発表 「第 1 ラウンド」（約 5分） 

3．グループ内でフィードバック 一人 1.5分（約 10分） 

4．個人でプレゼンを再検討（約 10分） 

5．4人 1組で発表 「第 2 ラウンド」（約 5分） 

6．振り返りをドキュメントに記入（Classroomの課題） 

 

持ち物 

 スマホ ノート 筆記用具 教科書 

 

【前半】 

GoogleClassroom等のアプリインストール 

SS1・探究基礎クラスに加入 

各課題に取り組む 

 

 

 

 

【後半】 

互いのプレゼンのいいところをチェックして、フィ

ードバックする 

自分のプレゼンに活かし、第 2 ラウンドに臨む 

備考 

GoogleClassroomのアクセスやアプリインストールにはフィルタリング等、生徒個々の事情がある。 

あくまで、「次回以降スムーズに使えるようにする」ための問題点の洗い出しのための練習会・課題とする。 

各家庭でフィルタリングの解除作業を進めてもらうことや、必要に応じて授業での端末貸し出しなどの対応が必要な

生徒を確認。 

  



科目名  （ SS1・探究基礎 ）    第 ６～７ 回 

単元・テーマ FW事前学習  事前事後学習・レポートガイダンス/キョロロ学芸員 講演会 

授業概要 

第 6回 

【前半】事前事後学習のスケジュール・レポートについて ガイダンス 

【後半】事前学習「十日町 キョロロ学芸員より ブナ林・里山について 講演 」 

第 7回 

【前半】しおり読み合わせ＆コース別打ち合わせ 

【後半】コース別事前学習・情報収集 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

〇 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

〇 ３．情報活用力 
多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断で

きる力 

 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

第 6回 

【前半】ガイダンス 20分程度 

・事前学習のスケジュール（しおり読み合わせ日程等） 

・事後学習の発表会について 

・レポート提出について（レポートとは何か？何を書くべきか？説明） 

 

【後半】 

〇FW事前学習「キョロロ学芸員より ブナ林・里山について 講演 」 

 （50分） 

残り 30分はレポート等のまとめの時間とする 

 

第 7回 

【前半】探究基礎：キョロロ 当日のしおり読み合わせ 

      SS1：森の家 しおり読み合わせ 

           ＊スポーツ科学科と時間割調整の上、合同実施 

【後半】事前学習 

     探究基礎：コース別事前学習 

     SS1：訪問先の情報収集（レポート作成） 

持ち物 

 スマホ ノート 筆記用具 教科書 

 

【前半】 

事後学習のレポート・発表に向けて、何をすべき

かを意識して事前学習や現地研修に臨む 

 

【後半】 

各研修コースに関連した内容をメモを取り、レ

ポートに記載する準備をする 

備考 

レポートについて 

・「テンプレート」「3観点ルーブリック」とともに GoogleClassroomに掲載 

  



配布資料・ワークシート 

探究基礎・SS1          １年   組    番 氏名                       

 

自然観察フィールドワークに向けての事前学習【全コース共通】 

『キョロロ』とは？ 『里山』とは？ 予備知識をつけよう！ 
 

【オンライン学習】 講師：森の学校キョロロ学芸員 小林 誠 氏 
 

１．「森の学校キョロロ」について 

(１) 「キョロロ」とは何？                                                         
 

(２) 「森の学校キョロロ」はどんな施設？                                                                                   

                                                                                                       

                                                                                                       
 

(３)「美人林」とは？                                        

                                                  

                                                  

                                                  

 

２．ブナ林について  

                                                        

                                                  

                                                  

                                                   

                                                                        

 

３．「里山」について  

(１) 「里山」と

は？                                                                                   

                                                                                                       

                                                                                                       

(２) 十日町の「里山」は？                                                                                   

                                                                                                       

                                                   

                                                                                                      

 

４．学芸員の仕事について 

                                                  

                                                  

                                                  

                                                  

                                                  

                                         

― メモ ― 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



科目名  （ SS1・探究基礎 ）    第 ８ 回  

単元・テーマ 自然観察フィールドワーク まとめ＆発表会 

授業概要 
自然観察フィールドワークのレポートを作成し、ジグソー法による発表会で各コースでの学習内容を共有する 

SS1「なべくら高原」FW と探究基礎「キョロロ」の合同で行う 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

〇 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

〇 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

〇 ３．情報活用力 多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断できる力 

〇 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

〇 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

【生徒への事前連絡】自分のジグソー班と発表会場を確認しておく 

 

【前半】レポート作成・発表準備 

 会場：各 HR 

 各 HRにてレポートの仕上げ＆発表準備   ☆6限終了後、発表会場へ移動 

 

【後半】FW発表会 

 会場：ジグソー班の発表会場 

 ジグソー班ごとに発表を行い、それぞれの研修内容を共有する 

 

【発表会について】 

・自分の発表会場、座席に移動 

・ジグソー班の中で発表順・司会進行を決める 

・発表開始（一人 3～5分程度） 

 ☆自分のレポートをタブレットで見せながら発表する 

 ☆質疑応答 

・全員の発表終了後、自分のレポートの仕上げをその場で行う 

・事後アンケートへの回答も実施する（別の課題としてアップします） 

・レポートにして提出 

 

 

【前半】 

タブレットを用いレポートを仕上げる 

 

 

【後半】 

ジグソー班ごとに発表会を実施 

備考 

ジグソー班は、なべくらのアクティビティ、キョロロのコース別ができるだけ一人ずつ入るように設定する 

 

 

 

  



科目名  （ SS1・探究基礎 ）    第 ９ 回  

単元・テーマ 理数探究基礎 教科書まとめスライド作成「探究の流れ」 ガイダンス＆発表準備 

授業概要 

理数探究基礎の教科書の「探究の流れ」の内容を生徒は章ごとに分担し、スライドを作成し、ジグソー法により 

発表を行うことで、内容の理解を深める。 

Google スライドを用いた口頭発表資料作成の基礎的なガイダンスと実習を行う。 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

〇 ３．情報活用力 多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断できる力 

 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

〇 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

会場：大講義室 

持ち物：筆記用具、ノート、ファイル、教科書、タブレット 

 

【前半】ガイダンス 

（１）自分の担当ページを確認する（添付のスプレッドシート） 

（２）「理数探究基礎」教科書の、自分の該当ページを読み、スライドを作成する 

   ☆ノートで手書きの下書きや構想を練る 

   ☆Googleスライドを使用する 

   ☆Ｗｅｂサイト『伝わるデザイン』を活用し、スライド作成の基本をレクチャー 

     （１分１スライドを基本とする） 

 

【後半】発表準備 

 

～予告～ 

【ジグソー法による発表会について】 

Google スライドで作成したスライドをタブレットで提示して発表する 

発表会：次回 〇月〇日(〇)7限（後半） 

発表時間：３分以上４分以内（一人当たり）＋質疑応答(２分以内） 

         ☆絶対に 3分以上もたせる＆4分以上は強制終了 

司会・タイムキーパーを決めて、①～⑦の順番に発表 

 

 

 

 

 

 

備考 

下記のサイトをガイダンスで活用しつつ、生徒にも情報提供 

『伝わるデザイン』 高校生のための研究の手引き より 

  スライドの作り方 https://student.tsutawarudesign.com/powerpoint_slide/ 

 

  



科目名  （ SS1・探究基礎 ）    第 １０ 回  

単元・テーマ 理数探究基礎 教科書まとめスライド作成「探究の流れ」 発表準備＆発表会 

授業概要 

理数探究基礎の教科書の「探究の流れ」の内容を生徒は章ごとに分担し、スライドを作成し、ジグソー法により 

発表を行うことで、内容の理解を深める。 

Google スライドを用いた口頭発表資料作成の基礎的なガイダンスと実習を行う。 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

〇 ３．情報活用力 多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断できる力 

〇 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

〇 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

【前半】発表準備 

各ＨＲにて作業 

・事前に「ジグソー班と発表会場」を確認しておく 

・6限終了後に発表会場へ移動 

・7限チャイムとともにスタート（司会者、タイムキーパーを決める） 

 

【後半】ジグソー法による発表会 

Google スライドで作成したスライドをタブレットで提示して発表する 

発表時間：３分以上４分以内（一人当たり）＋質疑応答(２分以内） 

         ☆絶対に 3分以上もたせる＆4分以上は強制終了 

司会・タイムキーパーを決めて、①～⑦の順番に発表 

 

【発表会当日の流れ】 

・全員の発表が済んだら、発表で用いたスライドを「課題」へ提出して終了 

 

 

 

 

 

備考 

 

 

 


